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愛川町ボランティア連絡協議会

愛川町角田２５７番地の 1 
（町社会福祉協議会内） 
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１
月
２９
日
、
県
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
県
ボ
ラ
連
研
修
会
に
愛
川
町
ボ
ラ
連

か
ら
４
名
、
社
協
か
ら
１
名
参
加
し
ま
し
た
。 

雪
降
る
箱
根
仙
石
原
よ
り
２
時
間
半
か
け
て

来
た
方
を
含
め
約
１１０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
来
賓
の
県
民
活
動
推
進
部
長
落
合
幸

臣
氏
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
と
も
し
び
運
動
が
３０
年
を
経
過
し
、
新
行

動
指
針
を
新
た
に
策
定
し
た
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
、
講
師
の
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
担
当
課
長
徳
久
和
彦
氏
よ
り
、
“
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
進
め
方
”
を
テ
ー
マ
に
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
昨
年
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
小
田

原
市
の
ペ
タ
ン
ク
チ
ー
ム
が
全
国
優
勝
し
た
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
者
全
員
で
生
年
月
日
順
に
並
び
自
己
紹

介
を
し
て
、
午
後
の
眠
気
を
ふ
っ
と
ば
し
て
く
れ

ま
し
た
。
次
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
辞
め
ら
れ
な
い

理
由
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
出
た
意
見
で
は
、
健
康

維
持
・
相
手
の
た
め
と
い
う
よ
り
自
身
の
た
め
・
楽

し
み
が
喜
び
に
な
る
・
や
め
よ
う
と
考
え
た
こ
と

は
な
い
・
大
病
時
教
え
ら
れ
た
等
の
意
見
が
で
ま

し
た
。 

 

他
の
グ
ル
ー
プ
で
出
た
意
見
は
、
喜
ば
れ
る
姿
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
待
っ
て
い
る
人
が
居
る
・
仲
間
と
別
れ

る
の
が
辛
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
で
外

出
の
理
由
が
出
来
る
・
世
話
に
な
っ
た
恩
返
し
・役
員

の
交
代
が
な
い
・
後
継
者
不
足
・
最
高
の
趣
味
等
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
得
る
事
や
良
か
っ
た

事
が
多
い
人
ほ
ど
辞
め
ら
れ
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
又
、
後
輩
へ
楽
し
さ
の
Ｐ
Ｒ
や
譲
り
合
い
が
必
要

な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
社
協
よ
り
情
報
発
信
を
望

み
ま
す
。 

発
表
後
、
講
師
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
目

的
は
、
共
に
街
づ
く
り
を
や
っ
て
い
く
事
で
あ
る
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
は
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
専
門
知
識
や
技
術
力
が
あ

る
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ア
ピ
ー
ル
力
が
弱
い
。｢

育
成

会
・
民
生
委
員
等
と
の
協
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま

し
ょ
う｣
と
ま
と
め
が
あ
り
ま
し
た
。 

各
市
町
と
も
に
共
通
の
悩
み
を
抱
え
、
身
近
な

問
題
を
討
議
し
た
事
が
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

 

 

愛
川
町
ボ
ラ
連
も
多
く
の
先
輩
や
会
員
の
皆
さ
ん
の

ご
努
力
で
２０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
町
内
で
活

動
し
て
い
て
も
、
他
グ
ル
ー
プ
の
事
は
、
よ
く
知
ら
な

い
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。 

 

ボ
ラ
連
内
で
の
情
報
を
共
有
化
す
る
為
の
ひ
と
つ
の

手
段
と
し
て
、
平
成
１９
年
度
の
総
会
で
も
要
望
が
あ
り

ま
し
た
、
会
報
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
２
月
９
日
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」

を
テ
ー
マ
に
編
集
し
ま
し
た
。
今
後
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
頂
戴
し
、
紙
面
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

新
年
度
は
桜
と
と
も
に
始
ま
り
ま
す
。
楽
し
く
や
り

ま
し
ょ
う
。 

 
花
を
愛
で 

手
で
温
も
り
を 

伝
え
あ
い 

 

設
立
２０
年
を
迎
え
る
愛
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
は
、
歴

代
会
長
と
会
員
、
そ
し
て
事
務
局
の
ご
努
力
に
よ
る
活
動
実
績
が
、
県

内
で
も
高
い
評
価
と
な
っ
て
い
る
事
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

さ
て
、
ご
承
知
の
通
り
、
近
年
の
少
子
化
と
高
齢
化
と
の
相
対
で
日

本
の
高
齢
化
の
速
度
は
今
や
世
界
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
超
少

子
高
齢
化
社
会
」
で
の
多
様
化
す
る
福
祉
需
要
は
、
益
々
増
大
し
て
い

る
様
相
を
目
の
当
た
り
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

一
方
、
「
わ
ず
ら
わ
し
さ
も
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
は
他
人
を
思
い
や
る

営
み
が
、
日
常
的
に
あ
っ
た
。
今
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
の
風
潮
が
広
が
り
、

地
域
連
帯
感
の
欠
如
や
、
犯
罪
の
抑
止
力
の
低
下
に
も
繋
が
っ
て
い
る
」

と
も
言
わ
れ
て
久
し
い
と
思
い
ま
す
。 

私
達
の
身
近
に
、
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
行
政
に

解
決
を
依
存
す
る
と
言
う
他
人
事
で
は
な
く
、
私
達
み
ん
な
で
考
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
助
け
合
う
、
住
民
参
加
の
福
祉
活
動
が
暗
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。 

既
に
こ
れ
ら
へ
の
危
機
感
は
住
民
を
動
か
し
、
み
ん
な
で
解
決
し
よ
う

と
す
る
気
運
と
な
っ
て
、
新
た
な
地
域
扶
助
活
動
が
生
ま
れ
て
い
る
な

ど
身
近
に
も
、
そ
し
て
報
道
か
ら
も
知
る
事
が
出
来
ま
す
。 

私
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
備
え
て
、
足
元
を
も

含
め
て
再
考
し
て
み
る
事
も
必
要
か
と
も
思
い
ま
す
。 

こ
の
度
の
会
報
の
発
刊
に
あ
た
り
、
地
域
に
根
ざ
す
多
く
の
住
民
参

加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
気
軽
に
」
「
出
来
る
事
を
」
「
出
来
る
範
囲
で
」
誘

い
合
い
、
目
配
り
あ
る
地
域
福
祉
活
動
と
し
て
広
が
っ
て
行
く
事
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。 

愛
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会 

    
   

  
  

会
長 

髙 

橋 

政 

和 

あ
シ
ボ 

小 

島 

昭 

吾

現
在
は
、
町
内
で
活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
及
び
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
交
換
や
グ
ル
ー
プ
間

で
の
交
流
、
町
、
町
社
協
事
業
の
参
加
協
力
な
ど
の
活
動

を
行
い
、
７
団
体
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
９
名
の
方
が
登
録
し

活
動
を
し
て
い
ま
す
。    

愛
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
は
、
会
員
相
互
の

連
携
、
親
睦
を
深
め
、
必
要
な
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、

あ
わ
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
の
活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く

の
方
々
が
、
い
つ
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
“き
っ
か
け
づ
く
り
”を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

平
成
１９
年
１０
月
６
日
（
土
）
ボ
ラ
連
会
員
29
名
で
横
浜
市

鶴
見
区
の
東
京
電
力
火
力
発
電
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
電
気

を
通
じ
て
、
環
境
・省
エ
ネ
の
大
切
さ
を
考
え
た
１
日
で
し
た
。 
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全体会 コーディネーター 井上 桂 副会長より ・ まとめ 
ボランティア団体の会員をはじめ、町民の方々が多数参加され、有意義な時間を過ごすことが出来ました。
今年は、今までの反省から、まず全体会を行い、各加盟団体の紹介を行い、後半、ワークショップ方式の活

動紹介を行いました。また、愛川東中学校の生徒さん達の参加もあり、若い方を頼もしく感じました。 
各団体とも、様々な工夫をしながら、継続的な活動を進めている様子がよくわかりました。発表の中では、次

のような課題が挙げられていました。 
・ 会員を増やす工夫、会員の高齢化、人材育成の難しさ、指導者不足 
・ 用具や器材の調達、保管場所の確保 
・ 活動を広めるための活動内容、会を活性化する事業の工夫 
･ 会議や定例会をするための場所の確保 

ボランティア連絡協議会が、これらの課題解決のためにお役に立てば良いと感じました。 

愛川東中学校ＪＲＣ特別委員会活動紹介 

＊JRC：青少年赤十字 Junior Red Cross の略 

拡大写本「しおさい」活動紹介と体験 

愛川シニアボランティアグループ 

「あシボ」活動紹介

愛川町録音ボランティアグループ 

「かえでの会」活動紹介と体験

U愛川町食生活改善推進団体「味彩会」 

U活動紹介と体験 

愛川町内の地域作業所製品展示・即売会 
・愛川町ありんこ作業所保護者会 
・ＮＰＯ法人 あいかわ工房 
・フリースペースグリーン 

【味 

彩 

会
】           

 
  

小
島
さ
ん 

「
私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち
の
手
で
」
を
目
標

に
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
の
普
及
に
努
め
て

い
ま
す
。 

町
の
「
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
」
を
受

講
修
了
し
た
者
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
８
名
加
入
し
ま
し
た
。
ご
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
。 

【愛
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
】 

辰
口
さ
ん 

い
ろ
ん
な
楽
し
み
を
提
供
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
年

間
を
通
じ
て
、
楽
し
い
行
事
を
た
く
さ
ん
や
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、
も
う

一
人
の
自
分
を
発
見
し
て
下
さ
い
。
日
本
レ
ク
協
会

の
資
格
も
取
れ
ま
す
。 

 

【
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

か
え
で
の
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別
府
さ
ん 

町
内
の
視
覚
障
害
者
に
広
報
誌
や
読
者
の
希
望

に
応
え
た
録
音
物
の
作
成
を
し
て
い
ま
す
。 

現
在
は
宮
尾
登
美
子
「
篤
姫
」
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。
１４
名
で
分
担
し
９０
分
テ
ー
プ
１９
本
と
膨
大

で
す
が
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

町
内
に
は
７０
数
名
の
視
覚
障
害
者
が
居
ま
す

が
、
登
録
・
利
用
者
は
十
数
名
で
す
。
視
覚
障
害
者

の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
「
か
え
で
の
会
」
を
紹
介
し
て

下
さ
い
。
平
成
２０
年
度
は
器
材
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題
で
す
。 

【
愛
川
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
】 

荻
田
さ
ん 

外
国
籍
の
方
々
に
日
本
語
教
室
を
開
い
て
い

ま
す
。
受
講
生
８０
名
を
教
師
１３
名
で
教
え
て
い

ま
す
が
、
教
師
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
能
力
差
が

大
き
く
教
材
選
定
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
工
夫

し
て
い
ま
す
。
沢
山
の
受
講
生
を
効
率
よ
く
指
導

す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
知
恵
を
貸
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
、
年

忘
れ
フ
ェ
ス
タ
、
施
設
慰
問
等
活
発
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
こ
も
人
手
不
足
で
す
。
是
非
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【愛
川
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

あ
シ
ボ
】 

佐
藤
さ
ん 

発
足
し
て
４
年
と
日
は
浅
い
の
で
す
が
、
お
蔭
様

で
知
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
支
援
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
子
供
と
遊
ん
だ
り
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

芋
煮
会
等
で
親
睦
を
図
り
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
良
い
仲
間
で
す
よ
、
お
父
さ
ん
た
ち
を
待
っ
て
い

ま
す
。 

【
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】 

   

山
田
さ
ん 

個
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人
で

組
織
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。 

空
い
た
時
間
を
使
っ
て
高
齢
者
の
日
常
生
活
等

で
行
政
が
手
の
届
か
な
い
事
を
、
「
お
互
い
様
」
の

感
覚
で
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
「
大
き
な
耳
・
小

さ
な
口
・
優
し
い
目
で
見
守
る
」
を
目
標
に
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
個
人
で
活
動
さ
れ
て
い
る

方
、
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
せ
ん
か
。 

【
拡
大
写
本 

し
お
さ
い
】  沢

田
さ
ん
・菅
原
さ
ん

通
常
の
印
刷
物
で
は
見
え
な
い
弱
視
の
人
を
対

象
に
、
文
字
を
拡
大
し
た
本
を
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

で
作
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
と
打
合
わ
せ
を
し
て
、
ニ

ー
ズ
を
よ
く
把
握
し
、
利
用
者
本
位
に
徹
し
て
い
ま
す
。 

本
１
冊
を
拡
大
写
本
に
す
る
と
３
冊
～
４
冊
に

も
な
り
、
分
担
し
て
も
同
じ
に
仕
上
が
る
様
、
仲
間

で
打
合
を
し
、
人
海
戦
術
で
和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ

て
い
ま
す
。 

 

【
マ
ジ
ッ
ク
愛
川
ク
ラ
ブ
】  

 
 

 

柳
川
さ
ん 

２０
代
～
８０
代
の
会
員
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
小
学

校
や
老
人
会
等
で
年
間
２０
回
ほ
ど
公
演
し
て
い
ま

す
。
人
前
で
や
る
と
身
体
に
刺
激
を
与
え
て
健
康

に
も
よ
い
で
す
し
、
う
ま
く
出
来
た
時
は
、
達
成
感

で
う
れ
し
い
で
す
。
是
非
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

2 月 9 日（土） 愛川町福祉センターで  
“ボランティアのつどい”を行いました。 
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私たちのクラブは、日本レクリエーション協会公認指導者が中心になって作っている団体

で、今年で３０周年を迎えます。現在２５名の会員で様々な活動を展開しています。 

愛川町ボランティア連絡協議会をはじめとして、愛川町レクリエーション協会、神奈川県レク

リエーション協会等に加盟しています。 

活動内容は、ゲームやソング、クラフト、ニュースポーツ等を指導する他、行事の企画や運営

等も行い、町民や県民の皆さんに集うことの楽しさ、余暇の充実や健康な生活を送るためのノ

ウハウをお届けしています。 
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連絡先 愛川レクリエーションクラブ 事務局 辰口 ℡ 285-4349

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 
 

４月 野草の会 

 クラブ設立以来、継続して行っている行事

で、会員が皆、毎年楽しみにしています。 

春の野草を摘み、桜の咲き誇る下で食べる

野草の美味しさに感動し、共に喜び合える仲

間がいる。「レクリエーション活動をしてよ

かった」と思える行事です。 

６月 町民ウォークラリー 

 愛川町主催の健康まつりの一環として開催。 

３コースを設定し、愛川町の歴史や自然にふ

れ、仲間と歩いてまわるゲームです。 

９月 ふれあい広場 

 田代運動公園に、障害のある人もない人も、

老若男女が集い楽しみます。ここでゲームを

担当しています。 

９月～１１月（８回コース） 

 日本レクリエーション協会の資格を取得す

る講習会です。昭和５０年から続いていて、

理論や実技を学びます。だれでも、参加でき

ます。 

１０月 ふるさとまつり 

 福祉センター３階で、クラフトを担当して

います。１階では、ゲームを通して団体の紹

介も行っています。 

１１月 会員研修会 

 会員の親睦と余暇の充実を兼ねての研修会

を行っています。写真講座、オカリナ製作、絵

手紙講座、切り絵講座や一泊の旅行をすること

もあります。 

１２月 しめ縄つくり 

 １年の感謝と新年への希望を込めて、世界で

一つのオリジナル手作りの、しめ縄を作りま

す。感動、感謝のひとときです。 

 ２月 ボランティアの集い 

 ボランティアグループの発表や情報交換の

場。お互いが協力し、来場者も参加できるよう、

いろいろと工夫して毎年行っています。 

以上の他、子ども会、老人会、自冶会等
の地域行事等にも協力しています。いつ
でも、どなたでも、入会できますので是
非お声をかけてください。 
会員一同お待ちしています。 
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 今、全国で「食育」という言葉が取り上げられています。私たちは厚木保健所を拠点に、食

生活改善推進委員として、厚木、海老名、座間、愛川、清川の５市町村で成り立ち「あゆみ会」

という名の団体に所属して活動しています。愛川町支部は「味彩会」という名称で、現在９８名

の会員が活動しています。 

町の「食生活改善推進委員養成講座」を 1 年間受講し、受講修了後、入会して頂いていま

す。新しい会員と共に食生活の安全とバランスを取り入れた食事を伝達し、町民の皆様の健

康づくりに励みたいと心がけて、頑張って居ります。

ボ
ラ
連

活
動
紹
介

第
１回

① 町委託、一人暮らし老人給食サービス(年１１回) 半原老人センター  

８～９人の会員で料理献立を作成し、昼食作りをします。 

お年寄りの皆さんが、「おいしかったよー」と口々に言って下さいます。

いつもうれしくやりがいがあります。   

② 町委託、デイ・サービス（年１２回） 町福祉センター     

昼食作りです。 

③ 農政課委託、ごはん食推進普及料理講習会(年３回) 農村環境改善センター 、レディースプラザ
   

お茶の間通信で参加を呼びかけています ぜひ来て下さい④ 町、社協、ボラ連事業参加     
あいかわ健康まつり、ふれあい広場、ふるさとまつり、福祉大会、 

ボラ連の視察、ボランティアのつどい、他 

⑤ 養成講座（２年に１回） レデｨースプラザ   

ぜひ調理実習や講義を受けてボランティア活動をしてみませんか！！ 

⑥ 味彩会役員会(年１２回)定例会(３回) ラビンプラザ、レデｨースプラザ利用 

今年は定例会活動をもう少し多く計画して居ります。 

⑦ 県委託「親と子の料理教室」  

「減ら脂Naさい、増やしな菜 講習会」 レディースプラザ      

他、年度ごとに変わります。 

⑧ あゆみ会事業の参加（年８～１１回） 厚木保健所     

料理講習や講義等々です。 

カロリー計算や発表をしたり、デモンストレーションも 

して盛りだくさんのお勉強になります。 

お料理をしている時はピンクのエプロン、ピンクの三

角巾をしています。 

いろいろな場所で見かけましたら声をかけて下さい。

入会をお待ちしております。 
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